
８月１０日（金） ■天候： 快晴

大田スタジアム 第２試合　　１回戦 ■試合時間：　２時間０分

球審：大田　　塁審：斉藤、嶋田、渡辺

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 計 安 失

2 0 2 0 0 0 0 0 0 4 5 0

2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 3

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 捕         2 1 0 0 四球四球 死球 三振 投ゴ

2 二         3 0 0 0 死球四球 三振 三振 投ゴ

3 中         5 1 0 0 遊失遊飛 三振 三振 三振

4 遊 投       4 1 2 1 左安 四球遊飛 中３ 二ゴ

5 一         4 1 1 0 三振 左安 三振 三振

6 三         3 0 1 0 死球 右安 中飛 三振

7 左         4 0 1 2 三振 二安 三失 三振

8 右         4 0 0 0 遊ゴ 遊併 遊失 三振

9 投 遊       4 0 0 0 遊ゴ 一ゴ 投ゴ 三振

          

          

          

          

          

33 4 5 3

■バッテリー ■投手成績

7 1/3

1 2/3

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 捕         3 1 1 0 中安四球 右飛 遊飛

2 中         3 1 1 0 右安中直 三ゴ 死球

3 一         2 0 0 0 三振 三振 四球 死球

4 遊 投       3 0 0 0 三振 遊飛 投ゴ 中犠

5 投 遊       3 0 0 0 死球 三ゴ 遊飛 捕飛

6 左         4 0 0 0 三飛 投ゴ 二ゴ 二飛

7 右 二       4 0 0 0 投ゴ 捕邪 三振 三振

8 三         4 0 0 0 三振 三振 三振 二ゴ

9 二         2 0 1 0 中２ 遊ゴ

  右       1 0 0 0 捕邪

          

          

          

          

29 2 3 0

■バッテリー

5

4

■戦評

天　辰　優　志 春　田　直　樹

春　田　直　樹

長　澤　祐　輝

四球 自責

0 0

5 07

0 1

回数 安打

安　田　裕　一

楊　　　倍　通

嶌　津　大　輝

安　田　裕　一

天　辰　優　志

原　　　義　信

飯　島　恵　人

投手 捕手

ポジション 氏名

合計

岡　田　真　生

湊　崎　正　朗

投手

鈴　木　優　太

山　地　早　人

捕手

檜　　　慎太郎

0 0安　田　裕　一 13 1 9

4 5

打者 三振

山　地　早　人 5

30 3

回数 打者

天　辰　優　志 27

■球場：

■日時： さくら国際高校　対　堺市立第二工業高校

7 3

鈴　木　優　太

■投手成績

自責

ポジション 氏名

熊　谷　誠　也

山　地　早　人

代表地区出場校名

さくら国際・通

第二工業

信越・長野

大阪

檜　　　慎太郎

神　尾　真　澄

合計

氏名

小　野　敏　弘

菊　原　淳　吾

白　井　貴　之

備考

備考

■備考：

さくら国際・通

残塁：9　併殺：1

■審判：

木　村　　　渓

鈴　木　優　太

- 7 -

第二工業

残塁：6　併殺：0

安打 三振 四球

両チーム初出場同士の対戦となった。初回互いに２点ずつを取り合い、点の取り合いかと思われる内容でスタートし
た。３回にはさくら国際が四球と連打で２点を奪い、点差を２点に引き離した。中盤は両チーム落ち着いた試合の進行
になり互いに守備も堅く投手戦となった。第二工業は６回からエース安田を投入し何とか流れを変えようとした。特に
安田のピッチングには光るものがあり６回から９回までで９奪三振という力投をみせ、全くさくら国際打線に付け入る隙
を見せなかった。さくら国際も８回にピンチがあったものの鈴木から山地への継投がうまく行き２点差を守り逃げ切るこ
とができた。第二工業は安田の投入がもう少し早ければという惜しい試合を落とした。

氏名


